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月 火 水 木 金 土 日 
    1 2 3 

    

 

・ヨガクラブ24 

 

行政配布 

★竹工房 

 

4 5 6 7 8 9 10 

休館日 放課後子ども教室 

・カラオケ 

・書道 

・あじさいカラオケ 

・KDっち 

・健康体操 

・ハンドメイド ・ヨガ教室 

・ヨガクラブ24 

・囲碁講座  

11 12 13 14 15 16 17 

休館日 

 

放課後子ども教室 

・カラオケ 

 

・あじさいカラオケ 

・KDっち 

・健康体操 

★すくすくひろば ・ヨガ教室 

・ヨガクラブ24 

行政配布 

地区敬老会 

★スカイランタ
ンを飛ばそう 

18 19 20 21 22 23 24 

休館日 

(敬老の日) 

休館日 

(祝日の振替) 

★志津チャレンジ隊 

・あじさいカラオケ 

・健康体操 

 ・ヨガ教室 

・ヨガクラブ24 

休館日 

(秋分の日) 

 

25 26 27 28 29 30  

休館日 放課後子ども教室 

・カラオケ 

★えいごといっしょ 

・あじさいカラオケ 

・KDっち 

・健康体操 

・囲碁講座  ★伝承料理継承 ★教育事業 

・自主グループ 

自治連合会長 

中島 雅夫氏 

 

「
深
く
知
り
た
い
志
津
の
歴
史
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

清
水
西
公
民
館
長 

内
田
建
一 

 

   

【
す
く
す
く
ひ
ろ
ば
⑤
】 

と 

き 
 

９
月
14

日
（
木
） 

 
 
 

10

：

00

～
11

：

20 

と
こ
ろ 

 

清
水
西
公
民
館 

和
室 

内 

容 
 

読
み
聞
か
せ
、
健
康
教
室 

対 

象 
 

地
区
在
住
の
０
～
３
歳
ま
で
の
赤 

ち
ゃ
ん
と
そ
の
保
護
者 

講 

師 
  

酒
井 

美
千
代 

氏 

          

浦
井 

美
瑞
紀 

氏(

市
保
健
師) 

  

守
備
に
就
い
た
。し
か
し
、内
部
対
立
や
大
軍
侵

攻
の
恐
れ
か
ら
一
揆
勢
の
多
数
は
結
集
せ
ず
、

し
か
も
逃
亡
が
相
次
い
だ
。そ
の
た
め
各
砦
の
守

備
は
本
願
寺
坊
官
や
大
坊
主
分
が
前
面
に
出
る

形
と
な
り
、従
来
の
大
坊
主
分
が
後
方
で
指
揮

し
、各
地
の
一
揆
勢
が
前
面
に
出
て
戦
う
形
態

と
は
な
ら
な
か
っ
た
。 

 

こ
れ
に
対
し
織
田
信
長
は
、十
万
余
の
軍
勢
を

率
い
、天
正
三
年(

一
五
七
五)

八
月
に
再
び
侵

攻
し
、杉
津
、木
ノ
芽
、鉢
伏
な
ど
の
防
御
線
を

破
り
ま
た
た
く
間
に
越
前
を
平
定
し
た
。 

こ
の
戦
い
で
多
く
の
大
坊
主
分
が
討
ち
取
ら

れ
、戦
場
か
ら
逃
れ
た
者
も
厳
し
い
残
党
狩
り
に

あ
い
、非
戦
闘
員
を
含
め
犠
牲
者
は
三
万
と
も

四
万
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。 

か
ろ
う
じ
て
生
き
残
っ
た
一
揆
衆
は
、転
宗
し

た
り
、縁
を
頼
っ
て
亡
命
し
た
り
、山
間
部
を
漂

泊
し
た
と
い
う
。広
善
寺(

現
清
水
杉
谷
町)

の

了
誓
は
下
一
光
村
の
山
中
に
三
年
間
匿
わ
れ
能

登
輪
島
へ
落
ち
行
き
、の
ち
杉
谷
に
戻
っ
た
と
い

う
。 乗

泉
寺(

笹
谷
町)

由
緒
に
よ
る
と
、渡
部
了

珍
は
天
正
三
年
の
信
長
越
前
一
揆
討
伐
の
と

き
、石
山
本
願
寺
出
仕
か
ら
越
前
に
帰
り
、燧
城

(

南
越
前
町)

に
籠
城
、敗
戦
後
再
び
石
山
本
願

寺
に
帰
り
、石
山
籠
城
戦
に
活
躍
し
た
と
書
か

れ
て
い
る
。さ
ら
に
、天
正
八
年(

一
五
八
〇)

信

長
と
石
山
本
願
寺
が
和
睦
し
て
、顕
如
が
紀
州

鷺
の
森
の
御
坊
へ
動
座
の
さ
い
同
行
し
奉
仕
し

た
と
も
あ
る
。 

 

参
考
文
献 

  
 
  

『
福
井
県
史
』
通
史
編
㈡
中
世 

  
 
  

『
清
水
町
史
』 

       

                

【
え
い
ご
と
い
っ
し
ょ
⑤
】 

と 

き 
 

９
月
27

日
（
水
） 

 
 
 
 
 

10

：

00

～
11

：

00 

と
こ
ろ 

 

清
水
西
公
民
館 

和
室 

内 

容 
  Autumn 

秋
の
実
を
楽
し
も
う
！ 

対 

象 
 

地
区
在
住
の
０
～
３
歳
ま
で
の
赤 

ち
ゃ
ん
と
そ
の
保
護
者 

講 

師 
 

山
本 

康
代 

氏 

 

問い合わせ先：清水西公民館 ☎＆FAX 0776-98-4560 (9：00～17：00 月曜日、第三日曜日、祝日休館日) 

【
竹
工
房
⑤
】 

と 

き 
 

９
月
２
日
（
土
） 

 
 
 

９
：

30

～
12

：

00 

と
こ
ろ 

 

清
水
西
公
民
館 

大
会
議
室 

内 

容 
 

竹
ひ
ご
作
り 

講 

師 
 

小
林 

布
美
子 

氏 

 
 
 
 
 

。 

【
伝
承
料
理
継
承
③ 

こ
だ
わ
り
の
食
教
室
】 

と 

き 
 

９
月
30

日
（
土
） 

 
 
 

10

：

00

～
13

：

00 

と
こ
ろ 

 

清
水
西
公
民
館 

調
理
室 

内 

容 
 

米
粉
を
使
っ
た
や
さ
し
い 

ス
イ
ー
ツ 

対 

象 
 

地
区
の
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で 

講 

師 
 

松
村 

佳
子 

氏(

食
育
リ
ー
ダ
ー) 

参
加
費 

 

５
０
０
円(

材
料
費) 

※
詳
し
く
は
７
月
８
日
全
戸
配
布
の
チ
ラ
シ
を

ご
覧
下
さ
い
。 

 

越
前
一
向
一
揆
の
指
導
者 

 
 
 

志
津
の
庄 

渡
部
了
珍 

(

二) 

 

【
志
津
チ
ャ
レ
ン
ジ
隊
⑤
】 

と 

き 
 

９
月
20

日
（
水
） 

 
 
 

15

：

30

～
17

：

15 

と
こ
ろ 

 

清
水
西
公
民
館 

 

内 

容 
 

竹
筒
で
さ
つ
ま
い
も
ご
飯 

講 

師 
 

山
本 

康
代 

氏 

 
 
 
 
 

。 

前
号
で
は
朝
倉
氏
が
織
田
信
長
に
よ
っ
て

滅
ぼ
さ
れ
た
後
、一
向
一
揆
勢
が
越
前
を
支

配
す
る
ま
で
の
経
緯
を
概
観
し
た
。 

 

そ
の
頃
、本
願
寺
十
一
世
顕
如
は
大
坂
石

山
本
願
寺
を
拠
点
に
、織
田
信
長
と
戦
っ
て

い
た(

石
山
戦
争)

。仏
法
の
自
立
を
目
指
す

教
団
と
そ
れ
を
屈
服
さ
せ
よ
う
と
す
る
織

田
信
長
と
い
う
武
家
権
力
と
の
戦
い
で
あ
っ

た
。
本
願
寺
は
越
前
を
領
有
し
て
石
山
戦
争

を
有
利
に
進
め
よ
う
と
し
た
。  

 

本
願
寺
の
領
国
と
な
っ
た
越
前
に
は
支
配

者
と
し
て
坊
官
の
下
間
頼
照
、下
間
和
泉
、

七
里
頼
周
ら
が
派
遣
さ
れ
、和
田
本
覚
寺
・

大
町
専
修
寺
ら
の
大
坊
主
が
彼
ら
を
助
け

た
。 

 

越
前
に
も
、
こ
の
加
賀
型
の
坊
官
指
導
体

制
が
そ
の
ま
ま
導
入
さ
れ
た
が
、越
前
一
向

宗
に
と
っ
て
は
初
め
て
の
体
験
で
あ
っ
た
。そ

の
た
め
没
収
地
の
分
配
や
支
配
権
な
ど
に
関

し
て
種
々
の
不
満
が
噴
出
し
、反
乱
が
多
発

し
た
。
大
坊
主
ら
は
彼
ら
を
成
敗
し
た
が
、

越
前
一
揆
の
主
要
勢
力
だ
っ
た
も
の
も
多
か

っ
た
。
顕
如
は
坊
官
・大
坊
主
分
と
在
地
の
一

揆
衆
と
の
内
部
分
裂
に
心
痛
し
た
と
い
う
。 

 

天
正
二
年(

一
五
七
四)

八
月
以
降
、織
田

軍
の
再
侵
攻
に
備
え
て
南
条
郡
と
敦
賀
郡

の
国
境
で
防
御
が
固
め
ら
れ
た
。板
取
・鉢

伏
・
杉
津
・
木
ノ
芽
な
ど
の
砦
に
陣
を
敷
き

守
備
に
就
い
た
。
し
か
し
、内
部
対
立
や
大
軍

侵
攻
の
恐
れ
か
ら
一
揆
勢
の
多
数
は
結
集

せ
ず
、し
か
も
逃
亡
が
相
次
い
だ
。
そ
の
た

め
各
砦
の
守
備
は
本
願
寺
坊
官
や
大
坊
主

分
が
前
面
に
出
る
形
と
な
り
、
従
来
の
大

坊
主
分
が
後
方
で
指
揮
し
、
各
地
の
一
揆

勢
が
前
面
に
出
て
戦
う
形
態
と
は
な
ら
な

か
っ
た
。 

 

こ
れ
に
対
し
織
田
信
長
は
、
十
万
余
の

軍
勢
を
率
い
、
天
正
三
年(

一
五
七
五)

八

月
に
再
び 

               

No.53 

昨
年
か
ら
、
環
境
教
室
で
勉
強
し
、
参
加
者

の
約
20

名
の
家
庭
が
、生
ご
み
処
理
「
キ
エ
―

ロ
」
で
、
各
家
庭
で
出
た
生
ご
み
を
土
の
中
で

分
解
し
、ご
み
の
減
量
化
を
進
め
て
い
ま
す
。 

●
キ
エ
―
ロ
と
は
？ 

特
別
な
促
進
剤
を
使
う
こ
と
な
く
黒
土
だ

け
で
生
ご
み
を
消
し
て
い
く
非
電
動
タ
イ
プ
の

生
ご
み
処
理
方
法
で
す
。 

●
環
境
に
や
さ
し
い 

電
気
を
使
わ
な
い
の
で
、
臭
い
も
な
く
虫
も

来
ず
一
日
で
消
え
て
い
き
ま
す
。 

●
土
が
増
え
な
い
キ
エ
―
ロ 

生
ご
み
は
微
生
物
の
エ
サ
に
な
り
、
土
は
増

え
な
い
の
で
、
消
滅
型
生
ご
み
処
理
機
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。 

       

※
興
味
の
あ
る
方
は
、
公
民
館
前
に
見
本
が
置

い
て
あ
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
見
に
来
て
下
さ
い
。 

 

お
問
い
合
わ
せ 

清
水
西
公
民
館 

☎
０
７
７
６
（
９
８
）
４
５
６
０ 

           

【
し
み
ず
西
遊
輝
秋
の
交
流
イ
ベ
ン
ト 

ス
カ
イ
ラ
ン
タ
ン
を
飛
ば
そ
う
】 

と 

き 
 

９
月
17

日
（
日
） 

 
 
 

18

：

00

～
20

：

00 
と
こ
ろ 

 

清
水
西
小
学
校 

体
育
館 

グ
ラ
ウ
ン
ド 

 

内 

容 
 

ス
カ
イ
ラ
ン
タ
ン
に
願
い
を
書
い

て
夜
空
に
飛
ば
す 

対  

象  
  

地
区
住
民 

※
詳
し
く
は
別
添
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
下
さ
い
。 

キ
エ 

ロ 

始
め
ま
せ
ん
か
？ 

―  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                               

 

 

                                                                

 

 

日  時 :  7月 26日（水）10：00～11：00 

場  所 ： 和室 

講  師 ： 山本 康代 氏 

参加者 :  11 名 

  海の生き物の折り紙を 

切って袋に入れて、ポンポ 

ンを作りました。海に行くと 

会えるかな。風船を飛ばし 

て、キャッチして体を動かし 

て遊びました。 

  

えいごといっしょ③ 
～リトミック②～ 

匠や 2023③ 

すくすくひろば④ 

日  時 :  7月 29日（土）9：00～11：30 

場  所 ：  地域活性化施設(平尾町)、志津川上流 

講  師 ：  髙橋 明 氏（清水畑町)        

参加者 :  24 名 

  

３７度を超える連日猛暑の中でしたが、 

志津川上流へ出向き、川遊びをしました。 

林道に沿ったところで、木漏れ日の下、川の水は 

ひんやりとして、足をつけているだけでも気持ちよかったです。山の中は地上より

かなり涼しく感じました。 

手作りの竹製水鉄砲で、木に描いた的へ向けて当てたり、水晶のついている石な

どを、かなづちで割って取り出したりしました。キラキラと輝いた水晶や葉っぱの

化石が出てきました。 

 その後地域活性化施設に戻って、流しそうめんを楽しみました。 

流れてくるトマトもうまくつかんでいました。 

～志津川上流で竹てっぽう遊び＆流しそうめん～ 

日  時 :  7月 30日（日）10：00～12：30 

場  所 ：  清水西公民館 駐車場、大会議室 

参加者 :  １６3名 

 

 夏休みのイベントとして、しみず西遊輝が、魚のつか

み取り＆そうめんやお菓子を流すわくわく流しを企画

したところ、たくさんの参加申し込みがありました。 

猛暑の中、いけすエリア、流しそうめんエリア、プー

ルエリアに分けて、熱中症対策ですべてのエリアにテ

ントを張り、日陰を作りました。暑さで、活魚の鮎はち

ょっと弱っていましたが、参加してくれた子どもたち

は元気いっぱい、まさに水を得た魚です。捕まえた鮎

を塩焼きにしてお魚が苦手な子までぱくっと食べて

「美味しい！」と味は最高だったようです。 

 

                

    

～魚のつかみ取り＆わくわく流し お菓子＆フルーツ～ 
～Sea Creature 海の生き物～ 

LINE でつなごう 登録をお願いします。 

災害情報・地区情報・公民館情報  

①LINEアイコンをクリックします。 

②下記の二次元バーコードで LINEの友だちを追

加します。 

③トークを開始し、メールの返信までをしてください。 

※急な連絡の時は、LINEは使わず、 

お電話でお願いします。 

清水西公民館 LINE  

令和６年１月７日(日)に清水西公民館で開催予定の「清

水西地区はたちのつどい 2024」の企画・運営を行う

ボランティアスタッフを募集します。 

 

対象 ： 平成１5年 4/2～平成 16年４/1生まれで、9

月以降月１回程度の実行委員会に参加できる人。 

 

 
申込 ： 窓口、電話、 

左記の LINEでお申し込みください。 

清水西公民館 

☏0776-98-4560 

 

９月９日（土）は「救急の日」 

９月３日（日）から９月９日（土）は「救急医療週間」 

救急車の適正利用にご協力ください！ 

救急車は緊急性の高い方を病院へ搬送する緊急車両です。 

緊急性なく要請すると、本当に救急車を必要とする方の 

ところへ到着するのが遅れてしまいます。 

緊急性がなければ、救急車以外の交通機関をご利用ください。 

 でも、こんな時にはすぐに１１９番!! 
 

     ・胸が激しく痛む ・激しい頭痛 

     ・呼びかけても反応がない、呼吸がない など 

福井市南消防署（℡３３－０１１９） 

 

清水西地区はたちのつどい 2024 

実行委員を募集します 

「わくわく流し」では竹で作った水路にそうめ

ん、トマト、ゼリー、お菓子、きゅうりなどどん

どん流れてきました。みんな、箸をうまく使

い、つかんで口にほおばっていました。 

 遊んで食べて、また、遊んで楽しい 

ひと時を過ごしました。 

 

日  時 :  8月 3日（木）10：00～11：00 

場  所 ： 和室 

講  師 ： 清水 弘美 氏 

参加者 :  8 名 

 足指のマッサージをしながら、 

親子でリラックス。音楽に合わ 

せて鈴を鳴らしたり、お母さんと 

一緒にウォーキングしました。 

ミュージックベルの「きらきらぼ 

し」を聞きました。涼しげな音色ですね 


